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1．は じ め に

「あなたの魅力に目を奪われる（I am dazzled by your charms）」。これは

ラナンキュラス（Ranunculus asiatics）の古い花言葉である（Nelson &

Sons, 1857）。この花言葉が表しているように，美しい者に注意がひかれるこ

とを我々は経験的に知っている。時には目線を向けなくとも意識をそこに向け

ることがある。顔や手足，胸腹部，臀部などの身体的特徴の魅力は身体的魅力

（physical attractiveness）と呼ばれ，古くから学術的興味の対象となってき

た。心理学領域における身体的魅力に関する研究は 1921年には報告されてお

り，それは身体的魅力と人物印象の関係を検討したものであった（Perrin,

1921）。その後，主に社会心理学や進化心理学の分野において身体的魅力がも

たらす様々な効果について検討されてきてきた。その際，多くの研究では写真

等の視覚刺激を用いてその効果を検討している。例えば，身体的魅力の高い女

性の写真を添えたレポートは男性から良い評価を得ることや（Bull & Ste-

vens, 1979 ; Holahan & Stephan, 1981 ; Kaplan, 1978 ; Landy & Sigall,

1974），身体的魅力の高い者は知的と判断される傾向があることが報告されて

いる（Talamas, Mavor, & Perrett, 2016）。また，広告に映る身体的魅力の高

い商品宣伝者は商品の価値を高めたり，商品を消費者の記憶に定着させやすい

といった影響を及ぼすことも知られている（Baker & Churchill Jr, 1977 ;

Kahle & Homer, 1985）。さらに，排卵期の女性の身体的魅力は高く評価され

るが（e.g., Cobey, Buunk, Pollet, Klipping, & Roberts, 2013），このような

効果も実際の対人場面でなく写真刺激を用いた事態で確認されている
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（Roberts, Havlicek, Flegr, Hruskova, Little, Jones, Perrett, & Petrie,

2004）。以上のことは，身体的魅力が社会生活の上で観察者の様々な心理活動

に影響を及ぼすことを示しているだけはなく，声や性格，経歴などが観察者に

伝わらなくとも生じるものであり，身体的魅力が視覚情報として観察者の心理

活動に影響を及ぼしていることを意味している。

身体的魅力は視覚情報という特性上，身体的魅力の高い異性に対して視覚的

注意が生じることが確認されており（e.g., Maner, Kenrick, Becker, Delton,

Hofer, Wilbur, & Neuberg, 2003），冒頭で述べた花言葉が単なる愛情などの

比喩表現ではなく，実際に生じている現象であることがわかる。しかし，身体

的魅力に対する注意の研究は豊富とは言い難い。これまでに感情刺激に対する

注意の検討は脅威刺激で盛んに行われてきた（Hansen & Hansen, 1988 ;

Öhman, Lundqvist, & Esteves, 2001 ; Peltola, Leppänen, Palokangas, &

Hietanen, 2008 ; Rosa, Gamito, Oliveira, & Morais, 2011）。例えば，蛇や

銃といった刺激は花などの中性刺激よりも注意を速くひきつけることが知られ

ている（Fox, Griggs, & Mouchlianitis, 2007）。脅威刺激は自身の生命を脅か

す存在の可能性があり，場合によってはそれらと戦う，あるいはそれらから逃

げなければならない。このように，素早く危険を察知し脅威刺激に対して対応

するために，我々の注意は素早く捕捉される（Öhman, Flykt, & Esteves,

2001）。ただしこのような脅威刺激と比較して身体的魅力はその情報を見落と

すことによってすぐさま生死の問題につながることは，少なくとも現代社会で

は少ないと考えられる。しかし，身体的魅力も注意を素早くひきつけることが

指摘されており（e.g., Sui & Liu, 2009），このような事実は，身体的魅力が

観察者にとってなんらかの有益な情報を含んでいる可能性を示している。つま

り，身体的魅力に対する注意を検討することは，それが我々にとってどんな情

報であるかという疑問を解決し，またどのような情報に我々は注意を向ける

か，といった疑問に答えることにも繋がると考えられる。

そこで次節から，身体的魅力に対する注意を検討した研究をまとめ，両者の

関係を明確にしていく。その際，特にそれらに対する注意の時間的推移の統合
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的理解を目指すこととする。身体的魅力に対する注意の検討は，その数が少な

いだけでなく，各研究において用いている注意の指標が異なっている。そのた

め，時間的推移に関する理解が乏しい。注意には外発的注意（exogenous at-

tention）／受動的注意（passive attention）と内発的注意（endogenous at-

tention）／能動的注意（active attention）とが存在し，前者は刺激によって

自動的に捕捉され，後者は観察者の意図によって持続するものであり，時系列

的には前者の方が後者よりも早い段階で生じる。身体的魅力に対する内発的／

外発的注意の体系的な理解はなされておらず，身体的魅力に注意がひきつけら

れる素早さやその持続性などを理解することは，脅威刺激に対する注意から得

られる知見のように，身体的魅力が他の刺激とどのような点で異なる刺激であ

るかという理解に繋がると言える。この点に関して反応時間や神経活動，眼球

運動などを指標とした実験から推察していく。

2．身体的魅力に対する注意の時間的推移

前項で述べたように，身体的魅力は注意を素早くひきつけていることが報告

されている。例えば Sui & Liu（2009）の実験では，画面の左右の一方に顔

画像を，もう一方にターゲット刺激として文字を呈示し，参加者に文字の上下

の向きを素早くかつ正確に判断させた。つまり，この手続きでは顔刺激が課題

無関連刺激として呈示された。このような場合に，身体的魅力が低い顔刺激に

比べ，身体的魅力が高いとされる顔刺激が呈示された際にターゲット刺激への

反応が遅れることが確認された。このことは，身体的魅力に対して素早い注意

の自動的な捕捉，すなわち外発的注意が生じていることを示している。

身体的魅力に対して素早く注意がひきつけられるという現象は，事象関連脳

電位（event-related brain potential : ERP）を指標にした研究においても報

告されている。ERP は外的／内的な事象に対して生じる脳電位であり，時間

解像度に優れているため刺激呈示後から数百ミリ秒の注意を検討することが可

能である。Werheid, Schacht, & Sommer（2007）は刺激呈示後 230 – 280
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ms で生じた陰性方向の ERP 振幅が，身体的魅力が低い顔刺激よりも高い顔

刺激で大きいことを確認した。身体的魅力の違いによって ERP のいくつかの

初期成分が異なることはヒトの顔写真（Marzi & Viggiano, 2010 ; Schacht,

Werheid, & Sommer, 2008 ; Trujillo, Jankowitsch, & Langlois, 2014 ;

Zhang & Deng, 2012）やヒトの顔の絵画刺激（Lu, Wang, Wang, Wang, &

Win, 2014）を用いた場合で確かめられている。ただし，顔刺激を課題無関連

刺激として呈示した時，参加者の性別に関係なく ERP の P2が中程度の魅力

顔よりも魅力的および非魅力的な異性刺激両方で大きく，身体的に特徴を有す

る刺激に対して選択的注意が向けられる可能性が指摘されている（van Hooff,

Crawford, & van Vugt, 2010）。

身体的魅力の違いによって 150 ms 周辺の ERP の振幅差が魅力判断課題時

に確認されたが，性別判断課題実施時ではそのような差が認められなかったこ

とから，身体的魅力の処理は課題が魅力判断と関連していなければ自動的に生

じるものではなく，必須の処理でない可能性が指摘されている（Schacht et

al., 2008）。ただし，ヒトか動物かを判断させる種族判断課題を実施した研究

では魅力の差が確認されている（Trujillo et al., 2014）。この研究の目的は課

題間での身体的魅力に対する注意の違いを検討することではなかったが，研究

間で異なる結果が得られていることから，実験パラダイムや課題によって身体

的魅力に対する注意処理が変化しない，もしくは変化を検出できない可能性が

あることには留意しなければならない。

これらの研究の多くは同性刺激と異性刺激に対する注意の違いを検討してお

らず，検討した例においても性別による差は確認されていない（e.g., Sui &

Liu, 2009）。特に後者のことから，身体的魅力に対する素早い注意処理は異性

刺激に対してのみに生じるものではなく，van Hooff et al.（2010）が指摘す

るように身体の特徴検出に留まっている可能性が考えられる。これらのことか

ら，身体的魅力は刺激や観察者の性別に関わらず注意をひきつけ，性別の要因

は我々の注意に影響していないように考えられる。

しかし，魅力的な異性に注意を向けてしまうといった日常的な行動から考え
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ると，異性の身体的魅力は同性の身体的魅力よりも注意をひきつけている可能

性は十分にありえる。この異性の身体的魅力に対する注意は，先の研究よりも

比較的長い時間刺激呈示を行い，眼球運動などを指標にした研究，すなわち内

発的注意を捉えている研究で明らかになってきている。例えば，眼球運動を注

意の指標とし，40秒間複数枚の顔画像を呈示したところ，身体的魅力の高い

異性刺激をより長く注視することが示されている（Maner et al., 2003）。つ

まり，観察者が身体的魅力の高い異性に注意を向けていることが伺える。身体

的魅力の高い異性を長く注視する現象は成人や（Aharon, Etcoff, Ariely,

Chabris, O’Connor, & Breiter, 2001 ; Leder, Tinio, Fuchs, & Bohrn, 2010 ;

Mitrovic, Tinio, & Leder, 2016），マカクサルといったヒト以外の動物におい

ても報告されており（Waitt & Little, 2006），少なくとも霊長類に共通する

反応の可能性がある。これらの多くの研究では刺激モデルを正面から撮影した

静止画が刺激として用いられていたが，生態学的妥当性の観点などから三次元

情報が含まれている刺激を用いることが身体的魅力の研究では望まれている

（Rilling, Kaufman, Smith, Patel, & Worthman, 2009）。この点に関して，

高魅力の異性の動画視聴時には課題無関連プローブ刺激に対する ERP 反応が

低魅力の異性動画視聴時よりも小さかったことから，画像刺激とかわらず動画

刺激を用いた場合でも高い身体的魅力が注意をひきつけることが確認されてい

る（Fuseda & Katayama, 2016 b）。

ただし，実験参加者の性別に関わらず，身体的魅力の高い女性には素早く注

意がひきつけられることや，身体的魅力の高い異性に対する持続的注意は男性

にのみ生るという報告もある（Becker, Kenrick, Guerin & Maner, 2005 ;

Maner et al., 2003 ; van Hooff et al., 2010）。このような結果は Buss &

Barnes（1986）の性戦略と密接に関わっていると解釈されている。すなわ

ち，男性は多くの女性と性行動をすることによって子孫を残せるために女性へ

と注意が向けられるが，女性は 1度の性行動でのリスクが大きいことから優

れた男性を奪われないように敵とみなされる身体的魅力の高い女性へと優先的

に注意が向けられるということである。
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これらのことから，各研究間で指標は異なるが身体的魅力に対する注意は次

のように推移していくと考えられる。まず観察者の意図とは無関係に注意がひ

きつけられる外発的注意の過程では，刺激や観察者の性別に限らず身体的魅力

に我々の注意が素早くかつ自動的にひきつけられる。その後に生じる内発的注

意の過程では，異性刺激もしくは女性刺激に注意が持続する。身体的魅力の高

い刺激に素早く注意がひきつけられることは，異性／同性に限らず身体的魅力

という情報が脅威刺激などの刺激と同様に我々にとってなんらかの有益な情報

を含んでいる可能性を示している。幼児は刺激の性別に関わらず魅力的な顔や

特徴的な顔に対して注意を向ける傾向があり（Langlois, Ritter, & Roggman,

1991 ; Langlois, Roggman, Casey, Ritter, Rieser-Danner, & Jenkins,

1987 ; Ramsey, Langlois, Hoss, Rubenstein, & Griffin, 2004 ; Slater,

Bremner, Johnson, Sherwood, Hayes, & Brown, 2000），生得的に身体的魅

力の高い者，もしくは身体的に特徴のある者に対して注意がひきつけられてい

ると言える。また身体的魅力の評定が生育環境によって影響を受けることを考

えれば（Little, Penton-Voak, Burt, & Perrett, 2003 ; Saxton, Little, De-

Bruine, Jones, & Roberts, 2009），身体的魅力における性別情報は生得的に

はそれほど有益なものではなく，発達段階で取得されることも考えられる。と

くに内発的注意は観察者の意図によって向けられる注意であり，身体的魅力の

判断が行われた後に注意が魅力の高い異性もしくは女性に対して向き続けるの

は，その情報を積極的に取得しようとしている行動の現れであると解釈でき

る。また，幼児研究の結果と生育環境の結果から解釈するに，異性の身体的魅

力に対する内発的注意は必ず生じるもとは言えない。異性に対する注意は発達

過程や学習などによって獲得される可能性があると言えよう。

では，身体的魅力に対する外発的注意と内発的注意ではどのような処理が行

われているのだろうか。これまでに身体的魅力が注意をひきつけると考えられ

る要因がいくつか報告がされてきており，次節ではそれら要因をもとに，身体

的魅力に対する両注意過程での処理を推察していく。
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3．身体的魅力に対する注意処理に影響する各要因

これまでの研究から身体的魅力が注意をひきつける要因として，情報の重要

性，報酬性，処理のしやすさ，新奇性などがあげられる。まず，刺激の重要性

であるが，Werheid et al.（2007）は情動刺激に対して反応する ERP の初期

成分で身体的魅力に差がみられたことから，このような反応は情動的に重要な

刺激を選択もしくは検出した結果であると指摘している。身体的魅力が重要な

情報である可能性は心拍数（heart rate ; HR）を注意の指標とした研究から

も指摘されている。HR は情報を取り込む反応として，画像刺激に注意を向け

ると心臓迷走神経系の活動により概ね減少反応を示す（Bianchin & Angrilli,

2012 ; Bradley, Codispoti, Cuthbert, Lang, 2001 ; Codispoti & DeCesarei,

2007 ; Gomez & Danuser, 2010）。この HR 減少量は男性参加者にとって最

も魅力的と感じた異性刺激に対して増大することが確認されており（Fuseda,

Nagano, & Kobayashi, 2014 ; 2015），またそれは，性的描写の有無に関わら

ず生じる（伏田・小林・長野・片山，2015）。快刺激の中でも異性の性的画像

に対する HR の反応は生存動機を反映している可能性を考えると（Bradley

et al., 2001），身体的魅力が我々にとって有益な情報であるため注意がひきつ

けられたと解釈可能である。また，刺激の重要性という意味では，配偶者選択

や性的欲求による影響も考えられる。異性の身体的魅力はデート行動や配偶者

選択，性行動と関係しており（Buss & Barnes, 1986 ; Cobey et al., 2013 ;

Gangestad, Simpson, Cousins, Garver-Apgar, & Christensen, 2004 ; Ha,

Overbeek, & Engels, 2009 ; Riggio & Woll, 1984 ; Rhodes, Simmons, Pe-

ters, 2005 ; Udry & Eckland, 1984 ; Walster, Aronson, Abrahams, &

Rottmann, 1966），異性の身体的特徴に対して魅力を知覚するのは，種の存続

に際し優れた配偶相手を検出するためと考えられている（Little, Jones, &

DeBruine, 2011）。実際に，性的な興味が強い者（Maner et al, 2003 ;），独

身の者（Maner, Gailliot, & Miller, 2009），妊娠可能期間にある女性（An-
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derson, Perea, Becker, Ackerman, Shapio, Neuberg, & Kenrick, 2010）ほ

ど異性刺激に注意が向けられる。また，パートナーがいる男女は身体的魅力の

高い女性に注意が向けられ（Maner et al, 2003），性的な興味が強い男性ほど

魅力的な女性に注意が向けられる傾向がある（Duncan, Park, Faulkner,

Schaller, Neuberg, & Kenrick, 2007 ; Maner, Gailliot, & DeWall, 2007）。

これは，配偶戦略の観点から女性は女性を敵として考えることや，身体的魅力

よりステータスをパートナーに求める（Buss & Barnes, 1986）ために生じる

結果と解釈されている。このようなことを考えると，我々には自身にとってよ

り良い配偶者を獲得するために，異性もしくは女性に優先的に注意を向けてい

る可能性は否定できない。

ただし，Langlois グループは性的戦略といった進化論的考え方は身体的魅

力と健康の関係性から結果を考察するが，必ずしも身体的魅力の情報が健康に

必要でないことから，その考えを批判している。例えば，若さや顔の左右対称

性は健康と関係しているとされているが，若すぎる顔や完全に左右対称の顔は

魅力的ではないことを指摘しており（e.g., Langlois, Ruggman, & Mussel-

man ; 1994），むしろ刺激の処理のしやすさといった認知的要因が魅力を規定

する要因であると主張してきている（Trujillo et al., 2014）。Trujillo et al.

（2014）では，平均顔・魅力顔・非魅力顔に対する処理を ERP を指標に検討

しており，顔の処理のしやすさを反映するとされている N 170（Halit, de

Haan, & Johnson, 2000）の振幅が，平均顔と魅力顔で非魅力顔に比べ大き

く，またそれは刺激に対する魅力度得点と負の相関があることを確認した。こ

れらの結果から，刺激の処理のしやすさが身体的魅力と関係していると指摘し

ており，単純な刺激に対して優先的に注意が向けられている可能性がある。ま

た身体的魅力を増大させる要因の 1つに左右対称性がある（Grammer &

Thornhill, 1994 ; Little & Jones, 2003 ; Rhodes, Proffitt, Grady, &

Sumich, 1998 ; Singh, 1995）。左右対称の形は非対称の形に比べて単純な刺

激になると考えられ，左右対称図形には素早く注意が向けられることが知られ

ている（Treder, 2010 ; Wagemans, 1995）。このようなことからも，処理が
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しやすく単純と知覚される魅力的な刺激に注意がひきつけられている可能性は

十分にある。

刺激の報酬性も異性の身体的魅力に対する注意に関係していると考えられ

る。身体的魅力の高い異性刺激はそれが低い異性刺激より感情価はより快に評

定され（e.g., Fuseda et al., 2015 ; 2016, Werheid et al., 2007），ポジティブ

な刺激として認知されていることが伺える。また磁気共鳴機能画像法（func-

tional magnetic resonance imaging : fMRI）の研究から眼窩前頭皮質や上側

頭溝，大脳基底核，扁桃体など報酬を感じた時に活動する脳部位の反応が身体

的魅力の高い顔刺激に対して強まることが報告されている（Aharon et al.,

2010 ; Kranz & Ishai, 2006 ; O’Dohert, Winston, Critchley, Perrett, Burt,

& Dolan, 2003）。異性の身体的魅力によって生じる脳部位には男女間で違い

が見られており，知覚される報酬性の差が男性が配偶者選択時に身体的魅力を

重要視する点を説明するという指摘も行われている（Cloutier, Heatherton,

Whalen, & Kelley, 2008）。このように，身体的魅力の高い刺激の情報を取得

することでそれが我々にとって報酬となり快感情をもたらすため，積極的に注

意をむけている可能性がある。

これらとは別に，身体的魅力ではなく刺激の新奇性が注意をひきつけている

可能性も存在する。新奇性は注意をひきつける要因の 1つであり（Kahne-

man, 1973），またそれはこれまで紹介してきた ERP の振幅量や惹起される

潜時帯，電極部位に変化が生じるといった形で影響する（e.g., Katayama &

Polich, 1998）。身体的魅力の研究では平均顔と高／低魅力の刺激が比較され

ることがある。つまり，高／低魅力は現実場面において平均から逸脱した刺激

であるため，その新奇性が注意をひきつけている可能性は十分にある。この点

に関して，Johnston & Olievr-Rodriguez（1997）と Oliver-Rodriguez,

Guan, & Johnston（1999）が，新奇性が低いと考えられる平均顔と新奇性が

高いと考えられる魅力顔に対する注意反応を ERP の P 3と呼ばれる成分を指

標として報告している。P 3の惹起には主観的確率（Duncan-Johnson &

Donchin, 1977）が関与していると考えられており，低確率の刺激に対して大
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きな P 3が惹起される。しかし，上記の研究では新奇性が高いと考えられる

魅力顔に対して必ずしも P 3が増大するとは限らないことを報告している。

すなわち，身体的魅力に対する注意は新奇性よりも身体的魅力の効果が強い可

能性を示唆している。ただし，平均顔は魅力的な顔の要因の 1つであること

を考えると（e.g., Langlois & Roggman, 1990 ; Rhodes & Tremewan,

1996），それは必ずしも新奇性や身体的魅力の低い刺激とは限らないという問

題点がある。そのため，新奇性の影響については，現実場面での主観的確率を

考慮した実験パラダイムを用いて検討する必要があると言える。

ここまでで示してきた要因には刺激や観察者の性別が影響している要因とそ

うではない要因が存在している。このことを踏まえると，ある 1つの要因が

身体的魅力に対する注意の全てを説明するわけではなく，また外発的注意と内

発的注意の過程で関与している要因が異なっていると考えられる。すなわち，

身体的魅力に対する外発的注意の過程では，異性の情報は処理の主な対象では

ないため，新奇性や処理のしやすさなどの要因が関与しており，刺激の特徴検

出などが行われていると考えられる。そして，それに続く内発的注意では，刺

激の性別が注意に影響することや刺激に持続的に注意が向けられることから，

刺激の重要性や報酬性が関与していると考えられる。この内発的注意の過程で

は刺激や観察者の性別が関係してくるが，そもそも魅力的でない異性や女性に

内発的注意は生じない。そのため，外発的注意の過程で身体的魅力の程度があ

る種の“ふるい”にかけられ，その後魅力的と判断された刺激の性別が処理に

関与し，自身の取得したいある特定の性別の刺激に対して積極的に注意が向け

られるといった時間的推移が考えられる。その者が配偶者として適切もしくは

そぐわない等の判断や，報酬性の高い刺激と判断した場合それを取得し続けた

いという心理的背景が内発的注意を生じさせている可能性は十分に考えられ

る。この際，幼児は性別に関係なく魅力的な相手に注意を向け続けることや，

同性愛者は性的趣向にそった性別の相手に注意を向けるといった研究結果から

（Mitrovic et al., 2016），内発的注意には配偶者選択というよりも報酬性が持

続的注意をひきおこしている主な要因もしくは影響力の強い要因であると推察
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される。

そもそも魅力とはより良い選択をするための要因と考えられる（Sugiyama,

2005）。例えば緑や水が豊かな土地のほうが生きていくのに困らなく，汚いト

イレより綺麗なトイレの方が衛生上安全であり使用にも手間がかからない。こ

のような良いとされるものに我々は魅力を感じている。身体的魅力の高い者は

能力が高いと判断されることや（e.g., Talamas et al., 2016），左右対称性と

健康が関係していることなどを考えると（e.g., Thornhill & Møller, 1997），

身体的魅力に関しても対人関係を結ぶうえで自身にとって安全な人を選択する

ための信号となっており，それを有する者に対して優先的に注意を向けている

可能性が考えられる。脅威刺激に対する注意は素早く危険を察知し，それらに

対して対応するために捕捉されると述べたが（Öhman et al., 2001），身体的

魅力に対する注意は脅威からの回避というよりは，むしろ数秒から数日の間の

気分の高揚のためや，数年から数十年間の観察者やその者の家系を含めた健康

のためなど，生活を良質にするための情報取得として機能と解釈できる。

4．まとめと今後の展望

ここまでで身体的魅力に対する注意は，外発的注意の過程では刺激や観測者

の性別が影響せず，その後の内発的注意では主にそれらが影響すると考えてき

た。しかしこのような考えは，本稿において実験的に検討されたものではな

く，各研究のまとめを通して導き出されたものである。身体的魅力に対して外

発的注意と内発的注意が必ず生じるのか，また各過程でどの様な処理が行われ

ているのかを確認することは急務と言える。このような課題を検討するために

重要なのは，注意を測る指標であろう。例えば，ERP を指標とし画像刺激を

呈示した場合は，刺激呈示をオンセットにした反応しか取得できず，同一刺激

に対する注意の時間的推移に関する処理を詳細に検討することは困難である。

また，眼球運動などは 1回の刺激呈示で注意の時間的推移を検討可能である

が，神経反応のような数百ミリ秒単位での注意の検討が困難になる。そこで，
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これらを解決する指標として眼球停留関連脳電位（eye fixation related brain

potential ; EFRP）が注目される。EFRP は眼球運動におけるサッカード終

了時点を基準に脳波を加算平均して得られる ERP である。EFRP を用いた場

合でもオッドボール課題や（奥野・片山・八木，1988 ; Yagi & Katayama,

1988）文章判断課題時の意味逸脱（Yagi, Kita, & Katayama, 1992）に対し

て生じる ERP 成分と類似した反応が得られるため，眼球停留時に生じる事象

関連脳電位という意味合いで EFRP と命名された（Yagi, 1995）。すなわち，

この指標は眼球運動と頭皮上から取得する神経活動の両者を同時に記録するこ

とによって，身体的魅力に対する注意の時間的推移を詳細に検討することを可

能にする指標である。さらには，眼球停留が生じた身体的部位を分析すること

で，どの部位が最も注意をひきつけるのか，どの部位が外発的注意や内発的注

意に関係しているのか等の検討が可能になる。身体的魅力の研究では WHR

（Waist–hip ratio）（Singh, 1995）や，胸部（Swami & Tovée, 2013），角膜

縁の輪郭線（Peshek, Semmaknejad, Hoffman, & Foley, 2011）など様々な

部位が魅力判断に影響することが明らかになっている。特に，Dixson, Grim-

shaw, Linklater, & Dixson（2011）は，身体的魅力の判断には WHR のみが

影響したのにも関わらず，顔や胸部に対する注視時間が長かったことから，身

体的魅力の判断には WHR が最も重要であるが，それは素早く処理され，そ

の後に他の部位に注意が向くと指摘している。このような事を考えると，行動

反応と神経反応を同時に記録できる EFRP を用い，身体的魅力に対する注意

はいつ（When），どこ（Where）に向けられるか，身体的魅力に対する注意

の時間的推移を詳細に検討する必要があるだろう。

また，動的刺激の使用の際などには無関連プローブ刺激に対する ERP を用

いることで，身体的魅力に対する注意配分を推定できる可能性が報告されてい

る（Fuseda & Katayama, 2016 b）。無関連プローブ刺激とは，主課題実施時

に呈示する主課題とは無関連な刺激であり，それに対する反応から主課題に対

する注意配分量を推定する（e.g., Sugimoto & Katayama, 2013）。一般的に

無関連プローブ刺激は低頻度と高頻度の 2種類が呈示され，低頻度刺激に対
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する ERP から注意配分量を推定する。そのため，低頻度刺激の呈示タイミン

グを操作することで，笑顔や振り向きといった動作，刺激内での対人コミュニ

ケーションなどシーンに合わせた注意を測ることが可能になり，身体的魅力に

対する注意のより細かな検討が可能になる。また，プローブ刺激を用いず，主

課題に含まれる刺激に対する反応から注意配分量を推定する主課題法も提案さ

れており（Kramer & Weber, 2000），これも動作などに対する注意を検討す

る方法として利用出来る可能性がある。プローブ刺激がいらないという点で

は，心拍誘発電位（heartbeat evoked potential : HEP）も動画刺激を用いた

場合の身体的魅力に対する注意配分を検討できる可能性がある（Fuseda &

Katayama, 2016 a）。HEP は心臓活動に同期して生じる脳電位であり，一般

的に心電図の R 波などにタイミング合わせて算出される（e.g., Fukushima,

Terasawa, Umeda, 2011 ; Schandry, Sparrer, & Weitkunat, 1986）。その

ため，将来的には外的刺激を用いないプローブ法として，身体的魅力に対する

注意を測る 1つの指標となる可能性がある。プローブ法や HEP を用いた注意

の計測は長い計測時間が必要なため，外発的注意といった素早い注意の測定に

は向かないが，実際の対人場面や実社会での測定など応用可能場面は広い。こ

のように様々な指標や計測方法を用いることは，身体的魅力に対する注意の解

明に大きく貢献すると考えられる。

本稿では身体的魅力に対する注意に関するレビューを通し，その時間的推移

の統合的理解を試みた。特に，身体的魅力に対する注意は 1つの要因では説

明できず，外発的注意と内発的注意とで行われている処理が異なっていること

を指摘した。本稿での仮説は先行研究のまとめから導きだされたため，推測の

域を脱することは出来ないが，このような仮説が身体的魅力に対する注意を解

明するための 1つの手がかりになり，今後多くの知見が蓄積され，身体的魅

力とは何か，脅威刺激とどのような点でことなるのか，また我々はどのような

刺激に注意を向けるのか，といった問が解き明かされることに期待する。
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